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19
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 平
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女
神

 [
北

村
西

望
] 1

96
8

年

�
 世

界
連

邦
平

和
像

 [北
村

西
望

]　
19

73
年

鳩
を
手
に
し
た
無
垢
の
表
情
の
女
神
と
、
足
を
高
く
力
強
く
蹴
り

上
げ
る
馬
が
一
体
と
な
っ
た
躍
動
感
の
あ
る
作
品
で
す
。
世
界
平

和
の
ム
ー
ド
の
高
ま
っ
た
日
中
国
交
正
常
化
翌
年
に
制
作
さ
れ
ま

し
た
。

将
軍

の
孫

[北
村

西
望

]　
19

18
年

西
望
は
当
時
、
日
露
戦
争
の
軍
神

で
あ
っ
た
橘
中
佐
の
立
像
を
製
作

す
る
た
め
遺
品
を
預
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
た
ま
た
ま
麦

藁
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
ア
ト
リ
エ
に

遊
び
に
来
て
い
た
、
3
歳
に
な
る
西

望
の
長
男
（
北
村
治
禧
）
が
、
ぶ

か
ぶ
か
の
軍
靴
を
は
き
西
望
に
挙

手
の
礼
を
取
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

モ
デ
ル
に
し
ま
し
た
。

◆
北

村
西

望
【

略
歴

】
明
治
17
年
	
12
月
16
日
長
崎
県
南
高
来
郡
に
て
出
生

明
治
45
年
	
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
卒
業

大
正
 4
 年
	
第
9回
文
展
初
入
選

大
正
 7
 年
	
第
12
回
文
展
「
将
軍
の
孫
」
出
品

大
正
14
年
	
帝
国
美
術
院
会
員

昭
和
30
年
	
長
崎
「
平
和
記
念
像
」
完
成

昭
和
33
年
	
文
化
勲
章
 文
化
功
労
者
顕
彰
 日
展
創
立

昭
和
40
年
	
日
本
芸
術
院
第
一
部
長

昭
和
44
年
	
社
団
法
人
日
展
改
組
、
会
長

昭
和
45
年
	
社
団
法
人
日
本
彫
塑
会
改
組
、
名
誉
会
長

昭
和
47
年
	
長
崎
県
島
原
城
内
に
西
望
記
念
館
完
成

昭
和
49
年
	
日
展
名
誉
会
長

昭
和
50
年
	
長
崎
県
有
馬
町
に
「
西
望
公
園
」
完
成

昭
和
52
年
	
広
島
市
中
央
公
園
　
鯉
「
飛
躍
」
設
置

昭
和
56
年
	
東
京
都
青
梅
市
御
岳
山
頂
「
畠
山
重
忠
公
像
」
設
置

昭
和
62
年
	
3月
逝
去

�
 北

村
西

望
 自

像
[北

村
西

望
]　

19
74

年

北
村
西
望
は
明
治
17
年（
18
84
）長
崎
県
南
高
来
郡（
島
原
半
島
南
部
）生
ま
れ
。

十
代
に
彫
塑
を
志
し
以
来
80
余
年
帝
展
（
文
展
）・
日
展
作
家
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。
昭
和
30
年（
19
55
）に
は
有
名
な
「
長
崎
平
和
祈
念
像
」
を
製
作
し
、

昭
和
33
年
（
19
58
）
に
文
化
勲
章
・
文
化
功
労
者
を
受
章
。
百
歳
を
超
え
て

も
な
お
創
作
活
動
に
励
み
、
昭
和
62
年
（
19
87
）
50
0
以
上
の
厖
大
な
作
品

を
残
し
､
人
々
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
10
2
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

彫
刻
公
園
に
は
北
村
西
望
の
作
品
を
中
心
と
し
て
、
全
66
点
の
彫
刻
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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Resort Hotel Tateshina Open-air Museum
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八ヶ岳エコーライン
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〒391-0301 長野県茅野市北山 4035（蓼科湖畔）

TEL.0120 -16 - 2626 
●営業時間 9:00～18:00   https://resort-hotel-tateshina.jp

小諸 IC

長野新幹線

上信越自動車道

佐久南 IC

リゾート
ホテル蓼科

さくだいら

こぶちざわ

佐久小諸
JCT

彫刻公園の夕暮れ

初春の彫刻公園

彫刻公園の紅葉

彫刻公園樹氷

雪解けとともに咲くザゼンソウ

彫刻公園内清流「滝の湯堰」

秋の蓼科湖

カーナビをご利用の方へ
カーナビ設定の場合は「電話番号：0266-67-2626」で検索、もしくは
「蓼科湖（たてしなこ）」で検索いただくとスムーズです。

電話番号で検索した場合、一部のカーナビで「マリー・ローランサン美
術館」又は「アートランドホテル蓼科」と表記される場合がございます。



� 戦災者慰霊の女神 1975年

� 建国の雄姿 1926 年

� 不動明王 1975 年

� 創造の人 1927年

� 平和の女神
 [ 北村西望 ] 1968 年

� 世界連邦平和像
 [北村西望]　1973年

鳩を手にした無垢の表情の女神と、足を高く力強く蹴り
上げる馬が一体となった躍動感のある作品です。世界平
和のムードの高まった日中国交正常化翌年に制作されま
した。

将軍の孫
[北村西望]　1918年

西望は当時、日露戦争の軍神
であった橘中佐の立像を製作
するため遺品を預かっていま
した。そのとき、たまたま麦
藁帽子をかぶってアトリエに
遊びに来ていた、3歳になる西
望の長男（北村治禧）が、ぶ
かぶかの軍靴をはき西望に挙
手の礼を取ったので、それを
モデルにしました。

◆北村西望【略歴】
明治17年	 12月16日長崎県南高来郡にて出生
明治45年	 東京美術学校彫刻科卒業
大正 4 年	 第9回文展初入選
大正 7 年	 第12回文展「将軍の孫」出品
大正14年	 帝国美術院会員
昭和30年	 長崎「平和記念像」完成
昭和33年	 文化勲章 文化功労者顕彰 日展創立
昭和40年	 日本芸術院第一部長

昭和44年	 社団法人日展改組、会長
昭和45年	 社団法人日本彫塑会改組、名誉会長
昭和47年	 長崎県島原城内に西望記念館完成
昭和49年	 日展名誉会長
昭和50年	 長崎県有馬町に「西望公園」完成
昭和52年	 広島市中央公園　鯉「飛躍」設置
昭和56年	 東京都青梅市御岳山頂「畠山重忠公像」設置
昭和62年	 3月逝去

� 北村西望 自像 [ 北村西望 ]　1974 年

北村西望は明治17年（1884）長崎県南高来郡（島原半島南部）生まれ。
十代に彫塑を志し以来80余年帝展（文展）・日展作家として活躍し
ました。昭和30年（1955）には有名な「長崎平和祈念像」を製作し、
昭和33年（1958）に文化勲章・文化功労者を受章。百歳を超えて
もなお創作活動に励み、昭和62年（1987）500以上の厖大な作品
を残し､ 人々に惜しまれながら102歳の生涯を閉じました。

彫刻公園には北村西望の作品を中心として、全66点の彫刻が展示されています。
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検
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ス
ム
ー
ズ
で
す
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又
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ア
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。



駐車場

15分コース

30分コース

蓼 科 湖

リゾートホテル蓼科

至茅野・諏訪 IC
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～

彫刻公園芸術の森 15分コース 30分コース 蓼科湖周道路
蓼科湖畔にある、緑と芸術が楽しめる公園です。美しい芝生の庭園に彫刻作品が並び、素敵な彫刻芸術を楽しみながら、
自然あふれる公園内を散策できます。　　※各彫刻の詳しい説明は、パネルに記載されております。

�
栄光の夢

[ 井上照三 ]

� 清麗の賛歌
[ 立山美次 ]

� 若い日
[ 嶋畑貢 ]

� 望
[ 小瀧勝平 ]

� 蒼い風
[ 宮田卓二 ]

�
待つ人
[ 玉野勢三 ]

�
夏・夕ぐれに
[ 高倉準一 ]

� 残響
[ 親松英治 ]

� 海辺
[ 田畑功 ]

� 恋歌
[ 谷口淳一 ]

� 爽
[ 高橋哲男 ]

�
若き日の母親
[ 北村西望 ]

�
銀のしずく
[ 熊谷喜美子 ]

� こだま
[ 宮地寅彦 ]

� 夢
[ 北村西望 ]

� 天使降誕
[ 北村西望 ]

�
装いの時
[ 田岸宗夫 ]

�
夕日を背に輝く健康美

[ 北村西望 ]

� 孔子像
[ 北村西望 ]

�
アダム
[ 北村西望 ]

�
浮島の幻想（蒼茫）
[ 市之瀬廣太 ]

�
雨が風になるとき
[ 辻畑隆子 ]

� 風
[ 小森邦夫 ]

� 北の夏
[ 小野健寿 ]

�  笑う少女
[ 北村西望 ]

� 母子像
[ 北村西望 ]

� 想
[ 山口直邦 ]

� おいらは大将
[ 五野上功 ]

� 東雲
[ 雨宮敬子 ]

� 天女
[ 北村西望 ]

� 宇宙時代ー月神
[ 北村西望 ]

�
夏の星座ー無限
[ 北村西望 ]

� 陽
[ 篠田幸夫 ]

� 湖畔
[ 井上久照 ]

❹〜� 十二支　[ 北村西望 ]

� 好日
[ 富永直樹 ]

�
泥んこ遊び
[ 坂　担道 ]

� 湖水の午後　[ 峯田義郎 ]
� 街
[ 日高頼子 ]

�　花吹雪　[ 北村西望 ]

�
よろんこ
[ 平野富山 ]

� 自由の女神
[ 北村西望 ]

❸
獅子 ー 咆哮
[ 北村西望 ]

❷
虎 ー 青風
[ 北村西望 ]

❶  華
[ 森田清一 ]

�
光に打たれる悪魔
[ 北村西望 ]

� 猫 － 防衛
[ 北村西望 ]


